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天狗の庭から火打山を望む（新潟県妙高市）



平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
、

三
陸
沖
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

九
・
〇
と
我
が
国
観
測
史
上
最
大
の
も
の

で
あ
り
、
岩
手
県
か
ら
千
葉
県
ま
で
の
広

い
範
囲
で
震
度
六
弱
以
上
の
強
い
揺
れ
を

記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
巨
大
な
津

波
に
よ
り
、
東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
部
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
津
波
に
よ
り
福
島
県
沿
岸
部
の
海

岸
防
災
林
は
、
多
く
の
立
木
が
倒
伏
や
流

失
等
の
被
害
を
受
け
、
潮
害
の
防
備
や
防

風
と
い
っ
た
災
害
防
止
の
機
能
が
失
わ
れ

ま
し
た
。

震
災
後
２
年
半
が
経
過
し
、
当
署
で
も

沿
岸
部
を
中
心
と
し
て
災
害
復
旧
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
相
馬

市
の
大
洲
国
有
林
に
お
け
る
海
岸
防
災
林

復
旧
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

海
岸
防
災
林
の
復
旧
に
あ
た
り
、
当
署

で
は
最
初
に
大
洲
国
有
林
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
ま
ず
被
害
木
の
形
態
と

地
形
、
土
壌
、
地
下
水
位
と
の
関
係
を
把

握
し
、
被
害
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
今
後
の
復
旧
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
か
ら
、
大
洲
国
有
林
で
は

地
震
に
よ
り
地
盤
沈
下
が
生
じ
、
も
と
も

と
高
い
位
置
に
あ
っ
た
地
下
水
位
が
相
対

的
に
上
昇
し
た
た
め
、
土
壌
の
せ
ん
断
抵

抗
力
が
著
し
く
低
下
し
、
津
波
に
よ
り
立

木
の
多
く
が
倒
伏
、
流
失
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
前
に
は
立
木
根
系
が
高
い

地
下
水
位
に
よ
っ
て
伸
長
が
阻
害
さ
れ
て

お
り
、
津
波
に
対
す
る
抵
抗
力
が
小
さ
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
十
分

な
盛
土
を
行
い
、
根
系
が
生
長
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

よ
り
護
岸
工
か
ら
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
で
は
、
希
少
種
が
生
育
す
る

保
全
区
域
を
設
定
し
、
県
内
有
数
の
塩
性

湿
地
（
注
）
と
い
う
特
異
な
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
施
工
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
注
）
海
岸
に
あ
る
湿
地
・
沼
地
で
あ
り
、
海
に

近
い
た
め
潮
汐
の
影
響
に
よ
り
、
時
間
帯
に
よ
り
塩

水
・
汽
水
に
冠
水
す
る
か
、
ま
た
は
陸
地
に
な
る

地
形
。ま

た
、
現
在
は
海
岸
防
災
林
の
生
育
基

盤
と
な
る
盛
土
工
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
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東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
し
た

海
岸
防
災
林
の
再
生
に
つ
い
て

磐
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被災前の相馬市大洲国有林

被災後の相馬市大洲国有林

津波によって被害を受けた護岸工

復旧工事が進む護岸工



る
と
こ
ろ
で
す
。

ダ
ン
プ
で
搬
入
し
て
き
た
山
砂
を
重
機

で
敷
き
均
す
と
い
う
作
業
を
繰
返
し
て
、

地
下
水
位
よ
り
３
㍍
ほ
ど
高
い
箇
所
ま
で

盛
土
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
洲
国
有
林
付
近
で
は
、
被
災
し
た
防

潮
堤
の
復
旧
工
事
や
民
有
林
の
海
岸
防
災

林
造
成
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
を
密
に
行
い
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
道
路
整
備
や
災
害
公
営

住
宅
も
完
成
す
る
な
ど
、
他
事
業
の
復
旧

も
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

当
署
と
し
て
も
早
期
の
海
岸
防
災
林
の

復
旧
・
再
生
を
目
指
し
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
」
の
様
々
な
活
用

～
大
空
高
く
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
で
支
援
の
Ｗ
Ａ
！
～

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
）
は
、
群
馬
県

北
部
と
新
潟
県
と
の
県
境
に
広
が
る
国
有

林
野
を
対
象
に
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
も
森
林

環
境
教
育
等
に
関
す
る
技
術
的
な
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。ロ

ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
開
発

赤
谷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み
な
か
み
町
の

廃
校
（
旧
猿
ヶ
京
小
学
校
）
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
っ
て
い
る
「
㈳
猿
ヶ
京
小
学
校

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
か
ら
子
供
も
大

人
も
気
軽
に
楽
し
め
る
環
境
教
育
教
材
の

開
発
を
相
談
さ
れ
、
カ
エ
デ
の
種
を
ヒ
ン

ト
に
「
空
飛
ぶ
タ
ネ
の
模
型
（
名
称
：
ロ

ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
）
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
森
林
文
化
を
伝
え
、
緑
化
運

動
の
啓
蒙
を
通
じ
て
地
域
振
興
等
に
も
寄

与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
イ
テ
ム
の
形

状
・
コ
ス
ト
は
も
と
よ
り
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
普
及
方
法
等
に
つ
い
て
も
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

間
伐
・
間
伐
材
利
用
等
の
推
進
の
Ｐ
Ｒ

平
成
25
年
５
月
１
日
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ

は
、
間
伐
材
マ
ー
ク
事
務
局
よ
り
間
伐
材

マ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
ロ

ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
を
通
じ
て
、
間
伐
推
進
の

普
及
啓
発
及
び
間
伐
材
の
利
用
促
進
も
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
す
。
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完成イメージ図

盛土が完成した状況（今後、植栽を予定）

間伐マーク
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地
域
振
興
へ
の
寄
与

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
は
、
県
産
の
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
使
用
し
（
社
）
猿
ヶ
京

小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
製
作
し

て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
振
興
ア
イ
テ
ム
と

し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
袋
詰
め
の
作
業
を
沼
田
市
に
所

在
す
る
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
障
害
者
の
就
労
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

環
境
教
育

森
林
教
室
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
種
子
の

話
を
組
込
み
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
対

空
時
間
を
競
う
大
会
を
行
っ
た
り
、
昼
食

後
の
遊
び
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
メ
イ
ン
に
も
、
時
間
調
整
に
も
使

え
る
便
利
な
ア
イ
テ
ム
で
す
。

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
の
時
に
は
、
ブ
ー
ス
に
お
客

様
を
呼
び
込
む
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
用
の
ア

イ
テ
ム
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
を
ブ
ー
ス
前
で
飛
ば

す
と
、
空
高
く
舞
う
こ
と
か
ら
自
然
と
目

に
つ
き
、
ま
た
、
短
時
間
で
作
成
で
き
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
集
客
に

最
適
で
す
。

ま
た
、
み
な
か
み
町
で
は
、
抽
選
会
に

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
に
賞
品
番
号
を
記
入
し
、

会
場
へ
向
け
て
飛
ば
す
と
い
っ
た
使
い
方

も
し
て
い
ま
す
。

担
当
者
に
よ
る
と
、
抽
選
の
賞
品
よ
り

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
問
い
合
わ
せ
の
方
が

多
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
み
な
か
み
町
新
治
地
区
の
情
報

発
信
基
地
で
あ
る
道
の
駅
「
た
く
み
の
里
」

で
は
、
短
時
間
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

自
然
林
復
元
試
験
地

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
植
栽
に
頼

ら
ず
に
自
然
林
に
復
元
す
る
た
め
の
試
験

地
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見

学
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー

フ
を
使
っ
て
種
子
が
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で

く
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

緑
の
募
金

（
社
）
猿
ヶ
京
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
売
上

の
一
部
を
森
林
整
備
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
実
施

す
る
「
緑
の
募
金
」
へ
寄
付
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
は
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
誰
れ
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
様
々
な

可
能
性
を
も
っ
た
ア
イ
テ
ム
で
す
。

間
伐
材
マ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
こ
と

で
、
取
り
組
み
の
意
義
が
よ
り
深
ま
り
環

境
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
幅
が
広
が
り
ま

し
た
。

こ
の
ア
イ
テ
ム
を
み
な
か
み
町
発
！
全

国
区
へ
と
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
森
林
・

林
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
振
興
に
も
寄
与

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
技
術
・
支
援
の

あ
り
方
と
し
て
、
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

ぜ
ひ
！
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
で
様
々
な
支

援
の
Ｗ
Ａ
！
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
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敷島公園祭り

韓国からの視察

幹
部
の
紹
介

10
月
１
日
付
け
（

）
は
前
職

関
東
森
林
管
理
局
課
長
等

▽
赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
所

長

藤
澤

将
志

（
林
野
庁
林
政
部
経
営
課
経
営
対
策
官
）

ロケットリーフ大会



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
事

業
を
広
く
一
般
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
国
有
林
野
事
業
見
学
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
９
月
13
日
（
金
）
に
開
催

し
、
首
都
圏
の
各
地
か
ら
23
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
谷
川
岳
の
雄
大
な
地

形
や
渓
流
を
眺
め
な
が
ら
、
一
ノ
倉
・
マ

チ
ガ
沢
風
景
林
を
中
心
に
約
６
㎞
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
行
い
、
保
護
林
の
見
学
や
、
利

根
沼
田
森
林
管
理
署
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
ナ
ラ
枯
れ
（
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
）

対
策
」
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

現
地
で
の
出
発
式
で
は
、
利
根
沼
田
署

長
か
ら
、
利
根
川
の
重
要
な
源
流
部
で
あ

る
と
と
も
に
谷
川
岳
の
自
然
景
観
と
森
林

生
態
系
の
保
全
が
期
待
さ
れ
る
現
地
の
国

有
林
の
特
徴
と
、
森
林
官
の
業
務
や
服
装
、

装
備
を
紹
介
し
て
、
出
発
し
ま
し
た
。

風
景
林
を
歩
く

途
中
「
谷
川
岳
・
サ
ワ
グ
ル
ミ
林
木
遺

伝
資
源
保
存
林
」
で
は
、
保
護
林
に
つ
い

て
、
マ
チ
ガ
沢
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
や
設

定
状
況
等
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
所
々
に
、
地
元
で
組
織
さ
れ
て

い
る
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
が
設
置
し
た
樹
名
板
が
あ
り
、
ミ
ズ
キ
、

ホ
オ
ノ
キ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、
ブ
ナ
等
の

特
徴
や
用
途
な
ど
解
説
し
て
進
み
、
お
昼

頃
、
一
ノ
倉
沢
に
到
着
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
未
だ
厚
い
雪
渓

に
埋
め
ら
れ
た
渓
床
や
、
そ
そ
り
立
つ
一

ノ
倉
の
岩
壁
群
の
雄
大
な
景
色
か
ら
目
を

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
様
子
で
し
た
。

昼
食
休
憩
の
後
、
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
っ
て
一
ノ
倉
沢
を
出
発
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
は
平
坦
な
道
路
を
歩
い
て
い

ま
し
た
が
旧
道
分
岐
か
ら
細
道
で
急
な
下

り
坂
と
な
る
な
ど
、
午
後
の
一
時
間
ほ
ど

は
本
格
的
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し

た
。ナ

ラ
枯
れ
対
策

そ
の
後
、
土
合
橋
か
ら
バ
ス
で
Ｊ
Ｒ
上

越
線
土
合
駅
裏
ま
で
移
動
し
、
当
駅
東
側

斜
面
の
国
有
林
で
実
施
し
て
い
る
ナ
ラ
枯

れ
防
除
事
業
請
負
箇
所
の
「
お
と
り
丸
太
」

誘
引
駆
除
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

群
馬
県
内
で
は
平
成
22
年
に
初
め
て
当

地
域
で
約
80
本
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
24
年
度
は
被
害
本
数
約
40
本
と
激

化
傾
向
に
は
至
ら
ず
推
移
し
て
い
ま
す
。

24
年
度
に
実
施
し
た
防
除
対
策
で
は
２

箇
所
で
お
と
り
丸
太
を
設
置
し
、
キ
ク
イ

ム
シ
類
約
58
万
匹
を
誘
引
捕
獲
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
４
本
の

燻
蒸
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
対
策
が
少
し
で
も
ナ
ラ
枯
れ

被
害
の
拡
大
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
な
が
ら
、
本
年
度
も
引
き
続
き
誘
引

捕
獲
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に
つ
い
て

の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
捕
獲
さ
れ

た
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
を
興
味
深
く

観
察
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て

見
学
会
後
、
参
加
者
か
ら
は
、
「
サ
ワ

グ
ル
ミ
、
ブ
ナ
等
の
林
木
遺
伝
資
源
保
存

林
の
説
明
を
聞
き
新
た
な
目
で
樹
木
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
「
ナ

ラ
枯
れ
の
防
除
対
策
お
と
り
丸
太
法
を
初

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」
「
今
後
の
見
学
会
と
し
て
新
し

い
伐
採
方
法
、
集
材
機
械
等
を
見
学
し
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
や
今
後
の
参
考
に
な

る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（５）平成２５年１０月１７日 関 東 森 林 管 理 局 第１１５号

平
成
25
年
度
国
有
林
野
事
業
見
学
会
を
開
催

『
谷
川
岳
一
ノ
倉
・
マ
チ
ガ
沢
風
景
林
を
歩
く
』

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課
・
利
根
沼
田
森
林
管
理
署

捕獲されたカシノナガキクイムシをルーペで観察

一ノ倉沢を背景に参加者全員で記念撮影

ブナの林にて、熱心に説明を聞く参加者



日
立
ハ
イ
テ
ク
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
地
球
環
境
保
全
へ
の
貢

献
を
主
目
的
と
し
た
育
林
活
動
を
茨
城
県

石
岡
市
に
お
い
て
平
成
17
年
か
ら
継
続
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

茨
城
森
林
管
理
署
・
芳
賀
地
区
森
林
組

合
の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
よ
り
、
当
グ
ル
ー

プ
の
社
員
や
そ
の
家
族
が
継
続
的
に
手
入

れ
を
実
施
し
た
結
果
、
植
樹
の
時
は
30
㌢

㍍
程
度
だ
っ
た
苗
木
は
、
現
在
で
は
７
㍍

を
超
え
る
高
さ
に
ま
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
は
、
従
来
か
ら
事
業
活
動

に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
推

進
や
、
製
造
・
販
売
す
る
製
品
の
環
境
へ

の
配
慮
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
活
動
に
加
え
て
、
社
会
貢

献
と
し
て
も
環
境
保
全
に
役
立
ち
た
い
と

い
う
理
念
の
も
と
、
林
野
庁
の
「
法
人
の

森
林
制
度
」
の
「
分
収
造
林
」
を
活
用
し
、

国
有
林
の
一
角
に
2
・
32
㌶
の
土
地
を
借

り
受
け
「
日
立
ハ
イ
テ
ク
や
さ
と
の
森
」

(

注)
と
命
名
し
、
平
成
17
年
４
月
に
ヒ
ノ

キ
な
ど
の
苗
木
５
６
０
０
本
を
植
樹
し
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

(

注)

市
町
村
合
併
前
の
地
名
「
茨
城
県
新
治
郡

八
郷
町
」
か
ら
命
名

植
樹
か
ら
５
年
間
は
、
苗
木
の
成
長
を

妨
げ
る
雑
草
を
刈
り
取
る
下
草
刈
り
を
実

施
し
ま
し
た
。

下
草
刈
り
が
一
段
落
し
た
後
は
、
近
隣

の
植
林
地
で
の
間
伐
の
実
施
も
検
討
し
ま

し
た
が
、
自
ら
が
植
え
た
樹
木
が
育
ち
愛

着
の
あ
る
「
や
さ
と
の
森
」
で
作
業
を
継

続
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ

こ
数
年
は
枝
打
ち
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
の
活
動
に
は
、
関
東
地
区
の
各
拠

点
か
ら
80
名
程
度
が
参
加
、
平
成
17
年
か

ら
の
延
べ
参
加
者
は
約
８
５
０
名
に
の
ぼ

り
ま
す
。

平
成
21
年
か
ら
は
社
員
有
志
に
加
え
て

そ
の
年
の
新
入
社
員
も
教
育
実
習
の
一
環

と
し
て
育
林
活
動
を
行
い
自
社
の
社
会
貢

献
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

本
活
動
に
よ
る
環
境
保
全
効
果
に
は
、

「
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
貯
蔵
」
「
水
源

涵
養
」
「
土
砂
流
出
防
止
」
が
あ
り
、
毎

年
、
関
東
森
林
管
理
局
か
ら
そ
の
効
果
を

数
値
デ
ー
タ
で
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。貢

献
度
は
植
樹
時
か
ら
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
育
林
規
模
は
決
し
て
大
き
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
契
約
期
間
の
平

成
17
年
～
平
成
77
年
の
60
年
間
、
リ
レ
ー

の
よ
う
に
代
々
の
社
員
が
バ
ト
ン
を
引
き

継
ぎ
地
球
環
境
保
全
に
微
力
な
が
ら
貢
献

し
て
い
け
る
よ
う
に
地
道
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
「
や
さ
と
の
森
」
で
の

地
域
の
方
々
と
の
交
流
や
生
物
多
様
性
に

繋
が
る
活
動
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２５年１０月１７日 関 東 森 林 管 理 局 第１１５号（６）

「

世

代

を

繋

ぐ

環

境

保
全

活

動
」

株
式
会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

Ｃ
Ｓ
Ｒ
本
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部

係
長

小
笠
原

誠

植樹実施時の様子

植樹後数年を経た森の様子

下草刈りの様子

枝打ちの様子



私の勤務する横川森林事務所は福島県南部の古殿町

にあり、約 2,800㌶の国有林を管理しています。

古殿町は阿武隈山系の標高 300～ 500㍍に位置し、 80

㌫が森林であり林業の町として栄えてきました。

国有林も人工林の割合が大きく木材生産が盛んであ

り、町を流れる鮫川を境に北側が大原森林事務所、南

側が私のいる横川森林事務所の管轄となっています。

当管内には、町のシンボルとして親しまれる鎌倉岳

と町最高峰の三株山があり、どちらも国有林内にあり

ます。

鎌倉岳（標高 669㍍）は町の中心部に位置し、古くは

山伏修験の霊山として信仰されていました。

山頂部一帯は鎌倉岳風景林となっており、ケヤキや

カツラの大木もみられ、山頂付近にある駒形神社の背

景林として風致的な役割を果たしています。

林内にある遊歩道は、ふくしまの遊歩道 50選に選ば

れており、イワウチワの群生地が有名です。

頂上へのアプローチは急な登山道と岩場の２ルート

あり、山頂からは眼下に町の中心部を見おろすことが

できます。

三株山（標高 842㍍）は、鎌倉岳とは対照的になだ

らかな三株高原にあります。山頂にある富士見台から

は、冬の空気の澄んだ晴れた日など条件が揃うと、遠

く離れた富士山を望むことができます。

また、展望台からは太平洋から阿武隈山系まで一望

できる素晴らしい眺望があり、四季折々の景色を楽し

めます。

管内の国有林は 70㌫が人工林で、生活区域とも近い

ことから、国有林の沢から水道を引いている民家も多

く、管内の人工林は木材生産の場であるとともに、地

域の水源地にもなっています。

今でこそ管内は人工林が多い地域となっております

が、昔のこの地域は馬の放牧地で、明治末期頃までは

毎年春になると山には無断で火入れが行われていたそ

うです。

しかしながら、明治末期から大正初期にかけて、営

林署（現在の森林管理署）がスギ、ヒノキを造林する

ようになってから火入れは次第に減り、営林署の指導

の甲斐もあって地域の造林熱が高まり、人工林が増え

ていきました。

当時からの林はほとんど残っておりませんが、大正

初期に植林され見本的なヒノキの林として宣伝・普及

を目的に設定された「三株ヒノキ展示林」にその姿を

見ることができます。

森林官２年目、当森林官としては５ヶ月と、まだま

だ駆け出しですが、４月から一緒に配置された地域技

術官とともに、協力しながら業務にあたっています。

先輩方、地域の方々によって育まれてきた森林を、

これからも適切に整備、管理し、次代に繋いでいける

よう努めたいと思います。

（７）平成２５年１０月１７日 関 東 森 林 管 理 局 第１１５号

三株山（展望台からの風景）

三株ヒノキ展示林

鎌倉岳

間伐実行中



妙高連峰は、標高 2454㍍の妙高山を中心に、

赤倉山、三田原山、神奈山、前山等の外輪山が

囲んでいる典型的な複式火山です。

その山裾の、標高 750㍍の高さに位置するイ

モリ池は、以前は沼地であったものを昭和２年

に湖底を浚渫（しゅんせつ）して池を広げ、現

在の一周 500㍍程の小さな池となりました。

小さな池ではありますが、間近に迫る妙高山

を湖面に映した風景はなんともいえないぐらい

美しく、８月には、湖面がすい蓮に覆われ、

「すい蓮祭」が行われています。

これからの紅葉シーズンには、頂を真っ白に

した妙高山を映し出し、美しさが一段と引き立

ちます。

また、妙高山の周辺では、癒し効果の高い森

として池の平温泉を中心とした地域が、森林セ

ラピー基地「妙高」として、また、笹ヶ峰高原

など６箇所が「森林セラピーロード」に認定さ

れています。

イモリ池よりほど近い笹ヶ峰高原は、標高約

1300㍍の高地で、ブナやミズナラの巨木や美し

い花を眺めながら自然散策を楽しむことができ

ます。

笹ヶ峰高原には、森林セラピーロードのうち、

笹ヶ峰一周歩道及び笹ヶ峰夢見平遊歩道が整備

されています。

笹ヶ峰一周歩道は、牛が放牧されている笹ヶ

峰牧場、 2000㍍級の山々を水面に映し出す清水ヶ池や乙見湖、

本州最大のドイツトウヒ林などを巡る 10㌔のコースです。

牧場のほぼ中央には、環境省の平成の水 100選に選出された

「宇棚の清水」が湧き出ていて、のどの渇きを潤してくれます。

また、国有林を利用した笹ヶ峰夢見平遊歩道は、ブナやカラ

マツなどの繁茂する森の中へ進むと、季節の花々や神彦・道姫

と名付けられているミズナラの巨木や、幹回り 10

㍍の地蔵カツラなど手つかずの自然の絶景を目に

することができます。

妙高山と言えば、登山が有名ですが、その裾野

では子供からお年寄りまで、無理なく楽しむこと

ができます。

見学や散策の後は、湯量豊富な温泉につかりゆっ

くりと疲れを癒やすこともできます。

今回紹介した場所は、上信越道、妙高高原ＩＣ

から約１時間程度の範囲に位置しておりますので、

これからの紅葉シーズン、自然を満喫しにぜひお

越しください。

（上越森林管理署 広報広聴連絡官 宇野正巳）

平成２５年１０月１７日 関 東 森 林 管 理 局 第１１５号（８）

■ 上越森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/joetu/index.html
〒943-0172 新潟県上越市大字大道福田字沢田208番地

TEL：025（524）2180（代表） FAX：025（524）2189

字棚の清水

妙高連山とイモリ池のすい蓮
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